
いまさら聞けない

カタカナ用語集

最近よく聞くけど、実はいまいち意味が分からない。
そんなカタカナ用語の意味や使い方を解説します。

職場で飛び交う!?…ビジネス用語編

［語源］ 
brain（脳）、storming（嵐）

こんな
ふうに
使えます

●  今日の16時から新製品に
ついてブレストしましょう。

●  ブレストでは人の意見を
否定しないことが鉄則だね。

ブレスト
「ブレインストーミング」の略。複数人が集まって、一つのテーマに
対してアイデアを出し合う行動です。頭の中（Brain）で嵐（Storm）
のようにさまざまな考えを巡らせて、それを周りの人とシェアするイ
メージです。ブレストの醍醐味は、みんなが積極的に意見を交換
することで、一人では思いつかなかったような新しい発想が生まれ
ること。そのために、参加者が自由に発言できる安心感や雰囲気
づくりも大切です。

［語源］ 
synergy（共同作用、相乗効果）

複数の人や物が作用し合って、良い結果を生むこと。従業員全員
が生み出す利益は、通常一人一人の合計ですが、複数人が協力
することで、合計以上の成果が出せるときなどに使います。シナジ
ーは、組織や事業の掛け合わせによっても期待できます。

シナジー

●   A社との業務提携で、シナジーが生まれた。
●   シナジー創出が期待され、グループ内でプロジェクト 

チームが立ち上がった。

こんな
ふうに
使えます

［語源］ 
core（芯、核）、
competence（能力、適性）

企業にとって、核となる能力のこと。「これなら他社に負けない！」
という自社の強みを指します。競争を勝ち抜くために不可欠なも
のですが、以下3つの条件を満たす能力だけが、コアコンピタンス
として認められます。①顧客に何らかの利益をもたらすことができ
る、②競合他社がまねできない（まねされにくい）、③複数の市場・
製品にアプローチできる

コアコンピタンス

●  A社の小型化技術は、優れたコアコンピタンスである。
●   当社のコアコンピタンスは何か、すぐに答えられますか？

こんな
ふうに
使えます
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